
１３５

翻　訳

Ｍ・ Ｋ・ バソドマソ著

『圏域生産 コムブレソ クス』

杉　野　圏　明

　本訳は，エム ・カー・ バソドマソ博士のｒ圏域生産コムプレックス』を，べ一・ ぺ一

・クソリオフ 氏が英訳した『ＴＥＲＲＩＴＯＲＩＡＬ－ＰＲＯＤＵＣＴＩＯＮＣＯＭＰＬＥＸＥＳ』（１９８０

年）の転訳である。ちなみに，この小冊子は，１９８１年９月２３日，アカデムゴロドクの経

済学及び工業生産組織研究所にて，訳者がバソドマソ博士とシベリア開発について討議

を行った際の素材であり ，副題は，ｒＡＳ　Ａ　ＦＯＲＭ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＳＰＡＴＩＡＬ　ＯＲＧＡＮＩＺＡ －

ＴＩＯＮ　ＯＦ　ＰＲＯＤＵＫＴＩＶＥ　ＦＯＲＣＥＳ，Ａ　ＳＵＢＪＥＣＴ　ＯＦ　ＰＬＡＮＮＩＮＧ　ＡＮＤ　ｌＭＡＮＡＧＥ －

ｌＭＥＮＴ」（生産諸力の空問的編制の一彩態として，計画と管理の間題）となっている 。

　発行は，ソ連科学アカデミー・ シベリア支部の経済学および工業生産組織研究所，ノ

ボシビノレスクである 。

　さて，地域生産 コムプレックスについては，ユヌ ・エヌ ・ネクラーソフ氏の『シベリ

ア開発構想』（鈴木啓介訳，サイマル出版会，１９７５年）によつ て， シベリア各地の コムプレッ

クスが具体的に紹介されている。また，中村泰三教授の『現代のソビエト世界』（地人書

房， １９８３年）も，シベリア開発との関連で，地域 ・生産コムプレックスについての紹介

とその問題点について言及されている。前老は，具体的た叙述という点でメリットをも

ち， 後者は簡潔な整理とその間題点の指摘という点で，メリットをもっ ている 。

　しかしながら，地域生産 コムプレックスがどのような目的で，またどのようなシステ

ムで建設されるのかという原理的な点については，なお不十分さが残っている 。

　ここに訳出するｒ圏域生産 コムプレックス』は，英訳本で僅か２６べ一ジのものである

が， 上記の不十分さを補うという点では，きわめて有用な文献である 。

　原文は露文であり ，これを英訳本からさらに目本訳にするというのは，訳出上，二重

のミスを生む可能性がある。そうした危倶があるにもかかわらず，ここに敢えて訳出を

試みたのは，現代におけるシベリア開発の方法について，いささかなりとも理解を深

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９３）
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め， さらに日本における工業開発との対比など，関連分野での研究をすすめるうえで ，

たんらかの役割を果たしうると考えたからである 。

　なお，従来から目本では「地域生産コムプレックス」と訳出されてきたが，あえて

これを「圏域生産 コムブレヅ クス」と訳出したのは，ＴＥＲＲＩＴＯＲＹを「圏域」とし ，

ＲＥＧＩＯＮを「地域」に，さらにＡＲＥＡを「地区」という具合に区別して訳出した結

果である。生産諸力の空問的編制にかかわっては，圏域，地域，地区といった概念の差

異を明確にしておく必要があ ったからである 。１、ちなみに，ＺＯＮＥは，これをｒ地帯」

として訳出しておいた。なお，脚注については，原注を，〔〕内の数字で示し，訳注

は（）内の数字で示した。あらかじめ，注意を喚起しておきたい 。

　最後に，邦訳の出版にあたっては，バソドマソ博士の同意を，１９８４年９月２６目の電報

で得ている 。

〔訳文〕

　生産諸力の圏域的配置と圏域的組織にかんする一構成部分としての，圏域生産コムプ

レックスの理論彩成は，ロシア共和国の電化計画を提案した ロシア電化国家委員会（ゴ
　　　　　　〔１〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔２〕
エノレロ）の諸活動，経済地帯についての最初の図式化への努力および国の行政圏域分割 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔３〕
ドニプル河にかんする最初の工業コムプレックスの輪郭的構想，アソガラ河の水力諸資
　　　　　　　　　〔４〕

，〔５〕

源の統合的利用の諸計画，等々と直接に関連している 。

　生産諸力の組織形態としての圏域生産 コムプレックス（ＴＰ　Ｃ）という概念の確立は ，
　　　　　　　　　　〔６〕　　　　　　　　　　　〔７〕　　　　　　　　　〔８〕
Ｉ． Ｇ． アレクサソドロフ，Ｋ ．Ｖ．ベドリソチ ヱフ，Ｔ ．Ｄ．ザスタフニィ ，Ｎ．Ｎ．ネク
　　〔９〕　　　　　　　　　〔１０〕　　　　　　　　　　〔１１〕　　　　　　　　　　〔１２〕
ラソフ ，Ａ．Ｙｅ．プ ロブスト ，Ｍｌ． Ｍ． パラマルチ ュク ，Ｙｕ

．Ｇ．サウシ ュキソ，Ｖ ．Ｍ．チ

　　　　　　〔１３〕
エトウィノレキソ，および他の多くの地理学者や経済学者の諸著作に依るところが大きか

った。エヌ ・ニヌ ・コロソフスキーの役割は，Ｔ　Ｐ　Ｃ理論の発展のうえで，とりわけ大
　　　　　〔１４〕

，〔１５〕

きなものがある 。

　生産諸力の空問的組織の理論的基礎の改善結果として，Ｔ　Ｐ　Ｃ概念の諸原理を，空間

的に重要である予測的企画作業や予備計画的諸研究へ， また大観模な地域的諸間題を解

決するため実際的に適用され，理論をより一層強化したり ，地域的生産諸力の空間的組

織についての科学的な基礎を変換することに寄与することになったのである 。ＴＰ　Ｃ概

念の現段階におげる最も基本的な諸特徴と適用例は以下のとおりである 。

　（１）新しい型の コムプレック ・ス，プ ログラムと対象をもっ た士ＰＣの集約的な彩成 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９４）
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すなわちそれらの創設は特殊な地域的諸問題（オビ河中流域，バフロ ダール ーエキバスッズ，

南タジーク，ブラーツク ーウスチイリムスク，その他のＴＰ　Ｃ）の解決と直接的に関違づげら

　　〔１６〕 ，〔１７〕

れている 。

　（２）大規模た地域的諸問題を解決するための生産諸力の空問的組織の進歩的彩態とし

てのＴＰ　Ｃの公式的承認と，長期的な国家経済計画の諸課題への変換 。

　（３）Ｔ　Ｐ　Ｃ研究の手段として，システム分析，型制認識，モデ ノレ化など，計量的方法

のかたりの拡張 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔１８〕
　（４）Ｔ　Ｐ　Ｃ概念に対しては，コメコソ諸国におげる実際的計画者たちによって，また
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔２３〕
イギリス，アメリカ，オーストラリアおよびその他の諸国の科学者によっ

て， 大きな関

心が払われている 。

　われわれは，フロクラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃをぱ，国民経済の諸都門（物質的生産領

域と非生産的領域），人的資源および自然的諸資源が着実に相互関連している一つの集合

体であり ，それは計画によっ て創設され，一定の形式と順位をもった幾つかの国民経済

的間題を統合された努力で解決するために移成され，操業されるものと，理解している 。

　Ｔ　Ｐ　Ｃは，相対的に限定され，必然的にまとまっ た（分離しがたい）地区，すなわち ・

大観模な国民経済的諸問題を解決するのに必要な諸資源を量的にもっ ている地区に集中

されている 。

　Ｔ　Ｐ　Ｃは，（国民経済的基準におうじた）効果的な資源利用，環境保護および自然的諸資

源の再生産ぽかりでたく ，圏域分業におけるコムプレックスの参加も，また保証してい

る。

　Ｔ　Ｐ　Ｃは
，イソフラストラクチ ュアの共通システムによっ て供給される。イソフラス

トラクチ ュアの構成と発展水準は，Ｔ　Ｐ　Ｃ経済諸部門のすべての要求に合致し，かつ計

画された生活諸条件の創設を保証するものである 。

　プ ログラムと対象をもっ たＴＰ　Ｃの主たる指標は，一定の捗式と順位をもっ た国民経

済的問題を共同の努力で解決するために設定された相互関連的諸施策の結合の存在であ

る。

　プ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃに関する本質的で，特殊的たいくつかの特徴は，伝

統的なものとは区別されるものとして，この コムプレックスのタイプが何であり ，なん

のために，どのようにして，なにを基礎にして，誰によっ
て， 何処に，いつ，そしてい

かに多くのＴＰ　Ｃが形成されるか，ということを決定することが許されているというこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９５）
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とに示されるかもしれない。それらを示せぱ，次のようになる 。

　（１）プ ログラムと対象をもっ たＴＰ　Ｃを形成するための基礎は，ある大観模な国民経

済間題を解決しようとする国民の必要性であり ，その必要性を達成するために一つのプ

ログラムと対象をもっ たＴＰ　Ｃの主目標として，すなわちその専門化，観模および建設

期が決定されるのである。通常，その活動は国民が稀少資源を入手したり ，あるいはそ

の利用効果を相当に高めるという結果にた っている。同時に，計画されたプ ログラムが

実行される地区全体における生産諸力の発達という面で，一つの躍進がある 。

　プ ログラムと対象をもっ たＴＰ　Ｃの彬成を必要とする幾つかの諸間題を提示しておこ

う。

　（ａ）未開発地域（オビ河中流域，ブラーツク ーウストー イリムスクＴＰ　Ｃ等）におげる諸資

源の集約的で大挽模な利用 。

　（ｂ）低開発地域におげる集約的で大観模な諸資源の利用あるいは他の経済的必要条

件， それらは生産諸力の発達水準において，また経済構造（サヤソ，マソグィシュラク，バ

フロ ダール ーニキバストズの各ＴＰ　Ｃ）において，その地域が国民経済で占める位置の本質

的な変化をもたらすことにたる 。

　（Ｃ）発達した地域における新観の，あるいは現存の諸工業が集約的で飛躍的に発展す

ることは，新しく追加的な輸出部門を生み出し，現存部門（クルスクの磁石を基礎とした変

則的ＴＰ　Ｃ）を維持することにたる 。

　（ｄ）高度に発達した地域経済の集約的な現代化は，技術的および組織的な経済発展水

準を急速に上昇させ，既存の特殊地域（レニソグラードＴＰ　Ｃ ・および，将来においてはクズバ

スＴＰ　Ｃ等）を保持することにたる。この最後の点については，しほしぽ反対が生じて

いる。その意味するところは，主として直観的知識である。その疑問については，討議

をすることが必要である 。

　（２）プ ログラムと対象をもっ たＴＰＣは，生産諸力の空問的組織の一形態である。三

つの　般的 ンステム，すなわぢ経済，人間および自然という諸要素は，それらのあいだ

で相互に作用している。コムプレックスの主要な構成部分は，物質的生産領域の諸施

設， 非生産的領域の諸施設，人間，それから自然的諸資源である。生産諸力の空問的組

織移態としてのＴＰ　Ｃの効果は，諸資源のいっそう進んだ利用，圏域的分配，それらあ

らゆる部分の集中と相互関連の総合計から生じている 。

　（３）種々の国民経済部門の諸計画についてのあらゆる圏域的な結合だけでなく ，人的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９６）
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資源，および自然的諸資源もＴ　Ｐ　Ｃを彬成するうえでの基礎となるであろう 。諸計画は

コムプレックス内部でも相互関連を必要としているし，それはＴ　Ｐ　Ｃのもっとも重要な

特性の一つ，すなわち相互関連効果をもたらすものである。共通の空問では・一つのＴ

Ｐ　Ｃを形成するための条件としては，今なお不十分である。コムプレックスを形成する

うえで，どの工業部門が，あるいは農業が，あるいはまた諸部門の集合体がＴ　Ｐ　Ｃの基

礎となるかということは重要なことではない。もっとも重要なことは，いかにそれらの

諸事業（諸施設）がそれぞれにおいて，また杜会経済的および自然的環境とかかわって

相互に関連しているかということであり ，圏域分業におげるそれら諸施設の役割がたん

であるかということである 。Ｔ　Ｐ　Ｃを構成する各部分の相互関連は，直接には，Ｔ　Ｐ　Ｃ

の移成や操業のメカニ ズムやその完成を性格づげる相互複合的連鎖の入りくんだ型とし

て表現されるのである。しかしながら，内部の相互関係を強化することが，それ自体と

して目標なのではない。Ｔ　Ｐ　Ｃ各部分の方向と観模は，国民経済的基準からみた効果性

によっ て決定されるのである 。

　（４）ただ特殊な種類の諸資源，その利用の観模と方向性は，ある所与の地区にとっ て

というよりはむしろ国民経済全体にとっ て効果的であるということが考慮され，またで

きるかぎりその点が考慮されて，その地区におげるあらゆる種類の諸資源の利用が，Ｔ

Ｐ　Ｃによっ て解決されるべき作業を決定するのである。その同じ基準で，資源，副産

物， あるいは生原料資源をどう十分に利用し，処理していくかを決定するのである 。そ

れも直接的にではなく ，相互関連的に，とりわけ補完すべき人間資源と投資とを関連さ

せながら，諸支出は考慮されるのである。人問資源に関するかぎり ，短期的な供給とし

て考慮され，作業は通常，労働力を十分かつ効果的に用い，人六を安定させ，そしても

っとも快適な生活条件を創ることを課題としているのである 。

　（５）Ｔ　Ｐ　Ｃは，オープソシステムである。外的諸連環は，国民経済全体の中で，その

　　　　　　　　　　　　　　１）
特殊なぱあいには，地域間分業において，各コムプレックスの位置を反映している 。Ｔ

　　　　　　　　　　　　　　　２）
Ｐ　Ｃは，それ自体の諸資源と生産物だげを頼りにして，ＴＰ　Ｃの要求をできるだけ十分

に充足させるという責任を負わされているわけではない。まさしくそれとは反対に，Ｔ

Ｐ　Ｃは，外部的には，圏域分業に結びついていることが当然のことにたっているのであ

る。 このことは，地方的諸資源，およびその消費されるべき量，特殊な経済的構成部分

の発達水準が，自給自足の必要によっ て決められるのではなく ，むしろ可能たかぎり外

的連環を考えた コムプレックスの中で，所与の生産単位の効率によっ て決められている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９７）
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ということの理由たのである
。

　（６）プ ログラムと対象をもっ たＴＰ　Ｃは，国家の大規模で独得の活動（長期にわたるも

のとはいえ）の結果として，それから地域経済の飛躍的た（通常よりも非常に速い歩調，順

調で革新的な）発展の結果として創設されるのである。発展の後者の型は，圏域計画が施

行されている中では，すべての伝統的Ｔ　Ｐ　Ｃによっ て， どこでも性格づげられている 。

　（７）プ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃは，国民経済の特殊な間題の解決をめざしたプ

ログラムにしたがって創設される。ＴＰ　Ｃ各構成部分の創設にあたっての，構造的，時

間的，空問的た釣合いは，予備計画および計画諸文書の体系の援助で完成されるのであ

る。 ＴＰ　Ｃそれ自体は，長期計副こおげるプ ログラムと対象をもっ た構成部分の一項目

なのである 。

　（８）プ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃによっ て解決される諸作業の特殊的た性格は ，

Ｔ　Ｐ　Ｃの形成過程を管理する中央および地方諸部局の特殊たシステムの両方を必要とす

る。 プロ グラムと対象をもっ たＴＰ　Ｃを管理する諸部局は，それらが立地している場所

の行政的圏域単位を管理する諸部局によっ て代替することはできない 。

　（９）諸 コムプレックスの立地は，ある特殊な間題を解決するのに必要な主要資源が集

中している地区によっ て影響をうげる。それゆえに，プ 回グラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃ

は・ 例えぱ・マソグィシュラクＴ　Ｐ　Ｃのように，州（圏域，ソ連の自治共和国）の全地区

を・ あるいは，ただその一部分（ブラーツク ーウストー イリムスク ，サヤソＴＰ　Ｃ）を，ある

いはまた行政地区区分におげるいくつかの単位が隣接した地区（オヒ 河中流域ＴＰ　Ｃ，ク

ルスクの磁石を基礎とした変則的ＴＰ　Ｃ）にわたってもよいのである 。

　００生産諸力の空問的組織の特殊砂態としてのプ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃの生

命環は，所与のＴ　Ｐ　Ｃの彩成をもたらした特殊問題の解決に必要な物質的 ・技術的土台

を創設することを目的としたプ ログラムの実行期間と適合している 。プ ログラムと対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）をもっ たＴＰ　Ｃの創設は，四つの局面に区分することができよう 。それらは，（ａ）科学的

かつ設計上の準備，（ｂ）イソフラストラクチ ュアの準備，（ｃ）集約的な彩成，それから（ｄ）観

則的操業の開始である。主要な諸施設が，規則的なスケジ ュールに従って操業を始めた

あとは，プ ログラムと対象をもっ たＴＰ　Ｃの創設期間は終了し，特記すべきことはたく

なる。例外もまたありうる。すたわちＴＰＣがかかわる地区の生産諸力を急速かつ飛躍

的に発展させるような新しい刺激を十分与えうるような，新観の大揚模な国民経済プ ロ

グラムが出現するといった条件のもとでは，ＴＰ　Ｃは ‘再生
’’

することができよう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９８）
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　帥　国民的生産諸力の各発展段階で同時に創設されるプ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ

Ｃの数は，同時に解決すべき特殊な型と順位をもっ た国民経済的諸問題の数によっ て制

限され，また決定される 。

　胸　プ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃの彬成には，外的および内的た必要条件の両方

がなくてはならない。最も重要た外的諸条件は次のとおりである 。（ａ）生産諸力の発展と

いう国民的諸間題を明らかにするとか，その解決方法を予測するだけでなく ，上記の諸

問題の解決を目的としたプ ログラムの実行を明確に保証する管理もできるような杜会経

済的機構が存在していること 。（ｂ）国民経済の高い発展水準，そして（ｃ）杜会的な，そして

とりわけ圏域的分業の高い組織水準 。

　しかしながら，Ｔ　Ｐ　Ｃの創設にとっ ての外的な必要条件の存在は，できるだけ最高の

効果をあげるように計画された作業を解決するには，なお不十分である 。つまり ，Ｔ　Ｐ

Ｃの捗成に必要な以下の内的諸条件がたくてはならたい 。

　（ａ）経済活動の集中，すなわち（特殊事唐のぱあいには異なるが）一定の批判的集団の集

中であり ，それは統合的発展，合理的な空問位置，および公害管理によっ て明確な効果

をあげうるほど十分でたけれぱならない 。

　（ｂ）組織化ラすなわち操業している諸施設の適切な相互連関であり ，それは時間的 ・

空間的にみて ，Ｔ　Ｐ　Ｃの枠内で集中化，専門化，統合化および協業化によっ てもたらさ

れる諸利点の広範囲な利用にもとづくものである 。

　（ｃ）Ｔ　Ｐ　Ｃの準備，形成および操業の管理 。

　このようにして，プ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃは，全くもっ て歴史的に限定され

たカテゴリーである。それらの創設の可能性だけでなく ，生産諸力を組織する特殊た移

態としてのＴ　Ｐ　Ｃがその最高の効果を達成するのもまた，国家において，Ｔ　Ｐ　Ｃが形成

される地区において，一定の杜会経済的発展水準と一定の組織化水準が要求されるので

ある 。

　地域的諸問題の解決のためにプ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃを形成させる結果とな

った事例は，クノレスクの磁石を基礎とした変則的Ｔ　Ｐ　Ｃ（ＫＭＡ ・ＴＰ　Ｃ）や コミ 自治共

和国（チマノー ペチォラＴＰＣ），マソグィシュラク半島（マソグィシ ュラクＴＰＣ），および

その関連における諸資源の利用によっ て示すことができる。プ ログラムと対象をもっ た

Ｔ　Ｐ　Ｃの形成過程は，シベリアにおいて最も明白である 。

　それぞれの大規模な間題の解決は，シベリアにおける生産諸力の発展段階だけでな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９９）
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く， シベリァの空問的構造とＴ　Ｐ　Ｃ創設の移成局面でもある。例として以下のような諸

問題をあげることができよう 。

　（１）３０年代。　ウラノレー クズネ ック ・コソビナートの諸間題および第二次国民的石炭

基地の創設であり ，後者の解決結果としてクズバスＴ　Ｐ　Ｃを形成せしめた 。

　（２）４０年代。　東シベリアにおげる諸資源の集約的利用を確実にする諸基地の創設 。
　　　　４）
建設機械用複式工場設備の創設であり ，それは中央クラスノヤノレスクおよびイルクーツ

クー チェレムコ ポ・ コムプレックスの形成に刺激を与えた 。

　（３）５０年代。　 アソガラ ーエニセイ間題が解決されはじめる。すなわち，電力一般の

ための基地，ニネ ノレギー消費の諸事業，および木材工業が創設されて，ブラーツク ーウ

ストー イリムスクＴＰ　Ｃの形成を先導する 。

　（４）６０年代。　国民的石油産業（いわゆる
‘‘

シベリァ
”，

あるいは “第三のバクＪ）のため

の新しい基地を創設する問題が解決され，その結果はオピ河中流域Ｔ　Ｐ　Ｃを彩成させる

ことになる 。

　（５）７０年代。　 ４アソカラ ーエニセイ河問題”のプ ロクラムを施行することが継続さ

れ， ソ連東部において，新しい建設機械基地を創設することがきめられた。それはサヤ

ソＴ　Ｐ　Ｃを形成するための基礎なのである 。

　（６）８０ ・９０年代。　新しい国民的石炭基地および電力基地（カソスク ーアチソスク燃料

およぴ二子ルギー　コムフレヅ クス）の創設の諸間題，北西部 ：■ヘリア平原におけるカスエ

業諸基地の集約的拡張の諸問題，中部 ノヘリアの北辺 一プリアソカリーにおげる電力消

費型生産単位と木材工業の諸問題，それと同様に，石油産業の東 ンヘリア基地の彩成開

始は，シベリアの多くの地域で，経済の空間的組織の諸条件およびＴ　Ｐ　Ｃの移成にかな

りの変化をもたらすことになろう 。

　最近の２０年問および来たる２つの１０年問において，シベリアにおける生産諸力の発展

率と方向，経済の生産的および空問的構造，そしてプ ログラムと対象をもっ たＴＰ　Ｃの

彩成は，以下のような国民経済の四犬問題の解決によっ て最も影響されたし，影響され

るであろうことがわかる 。

　（１）燃料工業と電力の発展，主導的で国民的な燃料とニネルギー基地へのシベリアの

変容 。

　（２）エネルギー消費型諸事業の発展と，燃料および電力消費，非鉄金属および鉄，塩

基性および有機化学の多くを生産する主要な国民的基地のシベリアの変容 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６００）
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　（３）木材工業 コムフレッ クス全体の発展と，木材細工製品，木材加工品およぴ木材の

統合的利用に関連する他の諸工業の産出品目についての主導的供給地へのシベリアの変

容。

　（４）建設機械の発展と，シベリアにおける残余の経済的諸部門を技術的に前進させか

つ近代化させる基礎とＬて，シベリアの建設機械基地の創設 。

　もし，われわれカミシベリアのＴ　Ｐ　Ｃの形成を絵図で見るとすれぼ，すべての主要な コ

ムプレヅ クスの創設は，前述した諸問題の解決に関連しているということがわかるであ

ろう 。（図１ ．参照）

　　　　　　図１　１９５０年代中期と７０年代中期におけるアンガラーニニ

　　　　　　　　 セイ河流域の圏域生産コムプレッ クスのシステム形成

　　　　　　　　　　　　ユ９５５　　　　　　　　ユ９７５
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　　　　産　　業

○

凸
　△

ロ
ー杢

◇
ロコ

○　口

●　■

一化　学

一非鉄金属

一鉄

一石　炭

一木　材

一水力発電所

・火力発電所

一建設中の事業

＿操業中の事業

　原典には，凡例としてｒ１－１１ユ」という発展段階を示すものがあ っ
たが，図１にはそれに関連する記号が全くたいので，杉野が省略した 。

　実際，シベリアの圏域生産コムプレックスの素案は，２０年問のあいだに実現されてき

ている 。ＴＰ　Ｃの彩成過程およびそれらの発展予側という分析視点からみて，もっとも

興味があるのは，以下の諸指標である。構成，彬成に必要な条件と他の諸条件，捗成局

面， 圏域分業の場所あるいは特殊経済問題の解決にむけての適合。（表１ ．参照）

　　　　　　　　表１　伝統的かつプ ログラムと対象をもったＴＰ　Ｃ

ＴＰＣｓ

１． ク　ズ　バ　ス
２．
イノレクーツク ・チ ェレムコ ボ

３． 中央クラスノヤルスク
４．

オビ河中流域
５． ブラーツク ・ウスト ・イリムスク
６．

サ　　ヤ　　ソ
７． ノ　リ　リ　スク

８． アソガラ川下流域
９．

北部チ ュメニ
１０．レナ河上流域
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　最も重要な若干のＴ　Ｐ　Ｃでは，一つの共通する課題で統合された幾つかの国民的特殊

部門の諸事業が，すでに創設されているか，あるいは建設中である。これは時折，どの

部門が国民経済的にみて，最も重要であるかを決めることが困難だからである。このこ

とは，多目的（すなわち多部門）のプ ログラムと対象をもっ たＴ 　Ｐ　Ｃのサブタイプとして

性格づけられるような コムプレックスを認めるということである 。

　多目的Ｔ　Ｐ　Ｃに加えて，シベリアの未開発部分には，単一目的（一つの輸出部門という

のがほとんどすべてと云ってよい）のプ ログラムと対象をもっ たコムプレックスも存在して

いる。それらは，ノリリスク ・コムプレックスがその良い見本であるかもしれない。そ

れは国民経済的にきわめて重要であるが，単一目的である仕事を解決する結果として彬

成されたものである。目標と立地の特殊的諸条件（極北地，国の中央部からのひどい遠隔地 ，

そして困難な交通上の連脈）との緒合が，生産と空間構造という視点からみて，きわめて

典型的な単一目標をもち，かつプ ログラムと対象をもったコムプレックスを設立する結

果となったのである。プ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃの二つのサブタイプを区別する

基本的た諸特徴の一つは，それらの形成過程における管理の組織彬態である。多部門 コ

ムプレックスが，部門問プ ログラムだげでなく ，空間的に管理する諸部局をも必要とす

るのに対して，単一部門 コムプレックスは，原則として，Ｔ　Ｐ　Ｃの形成を管理するいか

なる空問的機構をも必要としないのである 。

　シベリアにおげるコムプレックスの彩成にとっての必要条件およびその他の諸条件

は， 多様であるが，創設のための基礎は，いつでも自然的資源，もしくは，間題にな っ

ている地区にある幾つかの諸資源を利用するという国民経済の必要性である。経済的に

みて巨大た利益がある自然的諸資源の存在，計画された生産諸施設の大規模な発展，こ

れらは全シベリアの圏域生産コムプレックスに特有である。他にも共通する諸特徴があ

る。 しかしながら，特殊た コムプレックスの形成条件としては，いくつかの重要な差異

がある。それらのうち，最も本質的たものは，以下のとおりである 。

　（１）経済地理的な位置 。

　（２）諸資源の命名法，それらの国民経済的重要性，準備の程度，そして利用効果 。

　（３）自然的諸条件，それから，たによりもまず第一に生活条件，国民経済のすべての

構成要素の操業諸条件，輸送と工業建設，地区の統合的発展の諸条件 。

　（４）現時点におげる経済の発展水準と構造 。

　（５）人的資源の数と構成，人的資源を補充し，かつ安定化させる諸条件 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０３）
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　（６）輸送網の水準と発展条件
。

　（７）予傭計画の水準および設計化の諸研究，さらに コムプレックスそれ自体（エネル

ギーおよび建設基地，輸送および他の通信機関，サーピス，生活空問，それからその他のイソフラ

ストラクチ ュァ構成要素）が，設定される新しい大事業にとっ て， どれだけ準備されてい
　　　　〔１７〕

るかの度合 。

　上述の諾条件は，圏域分業内にあるいくつかの コムプレックスの地位，発展の継続，

率， および観模，生産構造，コムプレックス内におげる生産諸施設の特殊的な立場，そ

れらの連環，および人間の居住形式に大きな影響を与える 。

　シベリアにおげるいろんなＴ　Ｐ　Ｃのあいだでは，単一資源（オビ河中流域ＴＰ　Ｃにおげ

る石油，クズバスＴＰ　Ｃにおげる石炭によって代表される）の利用によっ て， また諸資源の結

合（ブラーツク ーウストイリムスクＴＰＣにおげる水力諸資源と木材，アソガラ河下流域ＴＰＣ

における水力諸資源，木材，非鉄金属鉱石）の利用によっ て， あるいは確立された生産的潜

在力および地方的な自然資源（中央クラスノヤルスクＴＰ　Ｃにおける水力と石炭，あるいは ，

イルクーツク ーチ ェレムコ ポＴＰ　Ｃの塩）によっ て， それぞれ有利たかたちで捗成されてい

る。 シベリアにおいて，目立った コムプレックスとしては，サヤソ ・コムプレックスが

ある。これは，特殊的に！ベリァの諸資源（水カ，水，木材，非鉄金属鉱石）を相当量持っ

ているにもかかわらず，コムプレックスの創設は，人間生活，農業発展に都合の良いよ

うな自然的諸条件の結合のうえに，また地区におげる高度の交通便宜性にもとづいて行

なわれたのである 。

　シベリアにおげるプ ログラムと対象をもっ たコムプレックスは，その創設の段階にお

いて相互にかなり異たっている。たとえぱ，オビ河中流と北チ ュメニ ・コムプレックス

のように，集約的た彩成段階にあるいくつかのＴ　Ｐ　Ｃがある。クズバスやイルクーツ

クー チェレムコ ポのＴＰ　Ｃは，すでに確立され，現在は観則的操業の段階にあり ，ブラ

ーツク ・イリムスクの コムプレックスは，この段階への途上にあり ，中央クラスノヤル

スクＴＰＣは集約的移成への途上にある。同様に，第１１次５カ年計画の期間内に，新し

いＴＰ　Ｃ（アソガラ河下流およびレナ河上流）のための，科学的で予備計画的な設計の準傭

という課題が形成されている幾つかの地区がある 。

　諸機能，必要諸条件，および形成段階におげる差異は，国民経済発展の　般的た業務

および大挽模た経済的諸間題の解決にかかわって，圏域的分業の枠内で，特殊なＴＰ　Ｃ

の異なった地位を決定する。このことは，予備的計画化の研究諸課題，ＴＰ　Ｃ形成の最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０４）
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適化間題の公式のすべてを決定するのである 。

　ソ 連共産党の第２４回および第２５回大会は，プ ログラムと対象をもっ た主要たＴ　Ｐ　Ｃを

長期計画の主題として設定し，それらを第９次および第１０次５カ年計画のために，国家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔１９〕

，〔２０〕

国民経済の発展計画に含ませたのである。このことは，圏域生産 コムプレックスの創設

過程におげる予備計画的準備，計画化，および管理の改善に関連するＴ　Ｐ　Ｃの諸研究に

よっ て解決さるべき新しい仕事を必要としたのであ った 。

　予備計画の諸研究およびプ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃの計画化に関する諸文書の

セットは，われわれの意見によれぱ，（図２）のようにたるであろう 。

図２　プ ログラムと対象をもっ たＴＰ　Ｃの主要な予備計画文書と

　　計画文書およびその長期計画文書の体系での位置

　　　ｒ　ｉ．一一一一一一一一‘・・‘．‘ｒ　「・・…　　１ｒ‘一．■．…　　 ．・‘‘一・一一一一一一 一ｒ
　　　１国民的発展の戦略と諦洲砦徽箏１１産業間 コムプレックス ・農産物：

　　　１簑燃娑買お！び研１１燃１１焉瓢二讐蝋１

　　　１　　　　　　　　　　
１Ｉ

長期計圃
１１ クチュアの発展に関する諸資料 １

　　　Ｌ一‘‘一一‘‘＿ 　　　　　　　一」Ｌ ‘‘・・ 　＿」　‘‘一・‘・一‘‘・．‘・・一一‘一‘＿一．　　　　　　　　丁

２０－２５｝　 Ｉ　　　 …の一般的素案 　　　ｒ彌彌童：覇
　　　　　　 ２　　　　　　　　　　　　　　　　 ＶＩ　　Ｗ　 １要素の保護と再…

Ｔ１５

｛工
蛆ｍ構想 　蟻讐一

．．．．．

ギコ．■皿、
　　　　　　　　ｒ　　Ｌ４ ．ＴＰＣ創設のブログラム 　・一一一……一一１
５Ｙ　Ｗ」……一し．＿、 　　 １坐三虹雪型」　　　　　　　２　　　　　　Ｗ
　　　　　　　　　　　　　４　　　　ＴＰＣ創設５ケ年計画

　　　Ｖ　１　　１　　Ｖ　　　　　Ｖ
　　　　　　　２　　　　　　　　　　４　　　　ＴＰＣ創設一年計圃

［コ’あらゆる主題をもった計画に関する諸文書一あらゆる諸単位の順位が間題とさ

　　　れていたい文書も含む。
：１二二二トプ ログラムと対象をもった各ＴＰ　Ｃに関する文書。

文書Ｉ ．生産諸力の発展と圏域的配分についての一般的素案 。
文書Ｉ ．主要な経済的杜会的長期発展方針。

文書珊 ．特殊国民経済的諸問題の解決もしくは生産諸力の統合的発展についてのプ ロ

　　　グラム 。

文書１Ｖ～Ｖ ．国民経済的成長の主要数字。

文書Ｍ ．地域計画の素案と構想 。

文書Ｗ．自然環境保護，土地利用，特殊な経済的構成部分の発展などの素案。ＴＰ　Ｃ

　　　地区の全体および一部分にわたるものである 。

圏域単位；１一ソ連邦，２一共和国連合，３一経済諾地域，４一州（諸圏域）

→　情報フローの主たる方向 。

（６０５）
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　（ａ）Ｔ　Ｐ　Ｃの　般的素案

　（ｂ）地域配置の素案と構想たとえぱ地区における工学的および計画化された組織
。

　（ｃ）Ｔ　Ｐ　Ｃの構想，たとえぱ主要ＴＰ　Ｃのあらゆる諸施設および全体としてのＴ　Ｐ　Ｃ

についての工学的および経済的計算 。

　（ｄ）Ｔ　Ｐ　Ｃの創設ブ ログラム，たとえば仕事を解決するために必要た諾業務の体系 。

　（ｅ）５カ年およひ年次的Ｔ　Ｐ　Ｃの創設計画，たとえぱ該当する州，あるいは圏域の杜

会経済的発展計画では代替できないようた諾文書 。

　５カ年および年次的ＴＰ　Ｃ計画の両者は，該当計画期問に関連しているシ ログラムの

構成部分を実行することによっ て， 計画されたＴ　Ｐ　Ｃの形成を保証することが必要た諸

項目だけにわたるべきものだと，想定されている。上記した諸文書のすべては，国民的

た予傭計画的諸研究と長期計画の統合された一つの体系の構成部分として考えられる 。

それらの一部分は，すでに計画技術として使用されるようにたっている 。

　ＴＰ　Ｃに関する予測的予備計画の主たる文書は，ＴＰ　Ｃ経済全体の形成過程の諾変彬

およぴその時間と空間の両面におげる特殊な構成部分と考えられる コムプレヅ クスの

「一般的素案」である。ｒ般的素案」は，一方では，予備計画におけるＴ　Ｐ　Ｃ諸文書お

よび諸計画の支柱を準備するための土台であり ，他方では，所与のＴＰ　Ｃに関連する事

柄をもっ たすべての組織の将来的研究にとっ て必須の基礎文書である 。

　この素案は，包括的な分析を基礎として描かれている。その分析というのは，（ａ）所与

のＴＰ　Ｃの形成についての基礎的想定について，（ｂ）諸資源の用途について，（ｃ）その経済

的全体としての，およぴ特殊的諸要素としての，コムプレヅクスの創造にかんする生産

構造，時間的条件，および率について，（ｄ）特殊的な工学および計画化の諸条件につい

て， （ｅ）屠住類型について，および（ｆ）コムプレックス内に組織されている経済の移態につ

いて，である。かかる設間の全体に対する正確た回答は，未来の コムプレックスの実行

に， その創設には相当量の投資といくつかの５カ年期のきびしい作業を必要とするのだ

が， 大きた影響を与える 。

　ＴＰ　Ｃの一般的素案および他の多くの予備計画的諸文書を描くことについて，経済学

及ぴ工業生産組織研究所は，ＴＰ　Ｃ形成を最適化するための経済数学的モテルの手法を

用いるという接近法を提案した。それによっ て， われわれは自然的資源，人的資源，お

よびその他の諸資源の利用について，また発展の時間的条件，発展率，規模，およびそ

の割合について，国民的視点から最高の変形；をどう決定したらよいかがわかるし，また

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０６）



　　　　　　　Ｍ　Ｋ　ハソトマソ著ｒ圏域生産コムプレヅ クス』（杉野）　　　　　　　１４９

それによっ て， コムプレックスのあらゆる経済的要素の構造と空問的組織，およびその

内的連環についても，最大限の節約という条件で，杜会的労働力の投入，特殊部門の産

出目標の達成，所得の生活諸条件の創設，環境保護，および諸資源の再生産について ，

どう決定したらよいかがわかるのである 。

　上記の間題を解決するための素案と道具として，ｒＴ　Ｐ　Ｃ形成の最適化モデ ノレ ・グル
　〔２１〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）

一プ」が発達させられてきた。圏域 一生産地域中問モデル（ＴＰＲＭ）が，このグ ノレー

プの基礎である。それらは，以下のとおりである 。

　（１）圏域モデルー研究の基礎的主題は，圏域的た分類単位である 。

　（２）生産モデルーあらゆる経済的諸要素の形成および諸資源の利用条件は，研究して

いる地域が，圏域的分業の中で，その役割を果さねぱならないということである 。

　（３）地域モデノレー研究している地区のあらゆる経済的要素と諸資源の全体およびそれ

らの内的連環が考察される 。

　（４）中間モデノレーそれらは，マクロとミクロの圏域モデルのあいだの中問的位置をし

めるものである 。

　圏域生産地域モデ ノレは，次のとおりである 。

　（１）最適化モデルー主要た基準は，全体的に調整された費用の最小限によっ てあらわ

される 。

　（２）空問モデルー地区は，地点だけでたく ，関連するラソクの圏域的に分類された単

位によっ てもあらわされる 。

　（３）多構成部分モデルーＴＰ　Ｃ諸要素の大部分が同時に考察される 。

　（４）多商品モデルー生産物，諸連環，サーピス，諸資源が分散的方法であらわされる 。

　（５）多段階モデルー産出ぱかりでなく ，生産の特殊段階や諸連環もまた分析される 。

　モデルは，ブ ロックのような構造をもっ ている。三つの主要なブ ロックは，研究課題

の主要な三つの型に対応しており ，それらは，機能的ブ ロック，生産 ・運輸連環のブ ロ

ック，多数の圏域ブ ロックである。すべてのブ ロックは，客観的な諸機能と諸制約のベ

クトルによっ て結合されている。諸ブ ロヅクは，ＴＰＣの全要素についての移成と連環

の諸変捗を含んでいる 。制約のベクトノレは，特殊化された諸部門の発展とそれらの産出

物を配達する方向に関する義務的目標，考察下にある地域の境界をこえる重要度をもっ

たイソフラストラクチ ュアの諸要素を発展させるための発展目標，制限された諸資源あ

るいはＴ　Ｐ　Ｃ以外からの生産物を輸入するという諸制約，特殊た諸事業の力量からくる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０７）
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諸制約，地方的および人的諸資源の利用という点での諸制約，を含んでいる 。（第３図を

みよ）この諸モデルのグループは，：■ヘリアのＴＰＣにとっ て， 実際的次諸間題を解決

図３　中問 レベルにおける圏域生産体系の最適化モデルのマトリッ クス

研 究・ 課 題

生産 資源
インフラストラクチュア

関連
諸

点状 線状
工 郊 農 人 地 建 工 輸 輸 送 工

ネ
工 ・農 制

外 的 方 設 ノレ
送
送
幹
電 ネ 業 業

ギ
地 資 資 基 １ 線

ラ ル
運

的 的 約

能 部 イ ギ 産 産
業 区 業 源 源 地 力 絡 門 ン 一 出 出

生産 ．と運輸 バエ ±Ｚ 〉Ｂ０

食料品
郊外地区 ＾ 一〃胴 〉０

農 業 リ 一■刎 土ｓ 〉０

人 的 資 源 ．Ｌ二 ．点 ．山 ｍ
．島 ．武 ．。名 　７一ム・７ 〉０

．地方資源と環境保護 ．只二 ．Ｐゑ ．｛ ．Ｐ谷 ｏ 一ぺ ．Ｐ名 ．ｐ多 　７
・一
Ｐ・７
　ホ
ーＰ・汀 〉０

建 設 ．Ｇ二 ．。全

．Ｇ
．ｚ

．Ｇ黒 ．ｃ隻 ９ ．Ｇ二 ．。名 ．。琴 　あＧ一矛 ＞０

工 ネ ルギー
一ｑ二 一み 一茄 一み 一Ｑ二 一的 ｏ

一Ｑ名 一斎 ±阯 〉０

操業の特殊性 列刈 ＞Ｂ
１．）

客概的機能 ‘Ｃ・Ｘ’ →ｍ加

　　　　　〆Ｘリ＞Ｂ１はいくつかの変化しうる直線的関係のセットであり
，

　　　　　特殊的な問題についてそれぞれ特殊的である 。

　甲（刃Ｂ’はいくつかの変化しうる直線的関係のセヅトであり，各特殊的な間題につ
いてそれぞれ特殊的である 。

　図３の凡例 ：

Ｘ＝ ＜五，乃，ツ，刎，〃，ツ，０，４ ２， 〃， 〃， 名， Ｓ＞一は，以下を構成部分とする間題につい
　　ての諸変数を一般化されたベクトルである 。
五一工業諸力能の操業強度　　乃一郊外地区　　　　　　　ツー農　　業

ツー建設基地　　　　　　　　〃一エネルギー　　　　　　６一輸送連絡
乏一輸送幹線諸部門　　　　　あ一電送ライソ諸部門　　　〃一エネルギー連環
２一工業産出連環　　　　　　ｓ　農業産出連環　　　　　刎一雇用される人的資源

〃一利用される地方資源　　　五ｉ工業的諸計画のための投入産出マトリックス
１７（五）一郊外地区（農業）の産出のための諸必要条件マトリックス
Ｌ勿

，，
”一諸事業の操業強度単位あたりの労働力需要についてのマトリヅ クス

北，… ２はその個々をあらわす。
１〕牛　 ，”一諸事業 ガ，　， あ，

のための諸資源の投入マトリヅクス 。
Ｇ兆
，… Ｇ００一諸事業 工，…

”， のための建設と組み立て作業の需要にかんするマト

　　リックス 。

似… Ｑ２一諾事業 北，… 茅のためのエネルギー投入マトリックス 。
６一全事業 五，　， Ｓ， のモデルにおいて，特殊的ではない経済要素の調整費用マト

　　リックス 。

Ｂ０一特殊部門にたいする標的。

　詳細なモデルの説明はｒ圏域生産コムブレックスの構造に関する平均的モデルの試
論』（ノボシビルスク ，１９７９年）でたされている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０８）



　　　　　　　　Ｍ ・Ｋ ・バソドマソ薯『圏域生産 コムプレックス』（杉野）　　　　　　　１５１

　　　　　　　　　　　　　〔２２〕
することに用いられたのである 。

　プ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃの確立にかんする経験は，コムプレックスの形成過

程を統轄する管理部局の創設が必要であることを示した。かかる部局は，ソ連の各省会

議あるいはソ連国家計画委員会の一構成部分として，中央に位置されるべきものであ

り， 各部門の諾決定を調整し，かつＴ　Ｐ　Ｃの創設に関する幾つかの取り決めについての

委任事項を各省や各部局が達成するよう管理する責任をもつべきである。中央部局に加

えて，プ ログラムが実行されている地区で，地方単位の機関を直接もつことが賢明であ

る。 プロ グラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃの創設に責任をもつ主要な組織体は，圏域（外Ｄ

人民代表議会および各Ｔ　Ｐ　Ｃの計画委員会による執行部によって代表さるべきである 。

それらは，思うに，全ＴＰＣの準備と形成過程の調整のために，全責任をもたねぱたら

ない 。

　Ｔ　Ｐ　Ｃの形成過程を調整するために，Ｔ　Ｐ　Ｃの計画委員会によっ てなされる諾活動の

うち，四つの主要な系統は，次のように提起してもよいであろう 。

　（１）予備計画研究の組織への参加，予備言十画諸文書の作成，諸計画と部分的 コムブレ

ックス ・プ ログラムの設計，たとえぱ自然的環境について次ど 。

　（２）全イソフラストラクチ ュア ・コムプレックスの移成についての管理 。

　（３）特殊部門の諸事業を設定し，生産単位を完成させることに関連している各省およ

び各部局の諸活動を管理し，調整すること 。

　（４）コムプレックスを予測するために必要な基礎的データをまとめること 。

　予備計画の研究管理およびプ ログラムと対象をもっ たＴ　Ｐ　Ｃの形成をできるかぎり十

分に促進するためには，ＴＰ　Ｃの諾境界は，圏域（又は州）の行政境界にしたがって取

り込んでいくことが必要であり ，ある一つのＴ　Ｐ　Ｃ全体の地区は，一つの圏域（又は州）

の範囲内に位置しなげればならない 。

　ブラーツクー ウストー イリムスクＴ　Ｐ　Ｃの形成過程におげる予備計画の準備，創設お

よび調整の経験は，国際応用システム解析研究所によって開催された諸会議のうちの一
　　　　　　　　　　　　〔２４〕
つで，詳細に議論されている 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　（６０９）
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〔１２〕サウシュキソ，ユー・ ゲー 経済地理学（歴史 ・理論，方法，実際），モスクワ，ムウ

　　ィスリ杜，１９７３年。

〔１３〕チ ェトゥィルキソ，ヴ ェー・ エム，経済的地域区分の諸問題に関する論点，タシケソ

　　ト ，ファソ
杜， １９６７年

。

〔１４〕　
コ回ソフスキー エヌ ・エヌ，経済地域区分の基礎，モスクワ，ゴスポリチズダート

　　杜，１９５８年。

〔１５〕　
コロソフスキー ユヌ ・エヌ ，経済地域区分の理論，モスクワ，ムウィスリ杜，１９６９年 。

〔１６〕ソ連におげる新しい圏域コムプレックス，モスクワ，ムウィスリ杜，１９７７年。

〔１７〕　 １■ベリア発展の経済的諸間題，ノポンピルスク，ナウカ杜，１９７４年。

〔１８〕バイバ コフ，エヌ，コメコソ諸国における杜会主義的計画化の改善，ｒ計画経済」，１９７９

　　年，Ｎｏ．６，９～１６ぺ一ジ 。

〔１９〕　 ソ連共産党，第２４回大会資料，モスクワ，ポリチズダード杜，１９７１年。

〔２０〕　ソ連共産党，第２５回犬会資料，モスクワ，ポリチズダート杜，１９７６年。

〔２１〕圏域生産コムブレックスのモデル化，ノポシビルスク ，一 ナウカ杜，１９７６年。

〔２２〕アソガラ ーエニセイ地域の圏域生産コムフレッ クスの彩成。ノボンピルスク 。

〔２３〕バソドマ：■ ・エム ・カー編， 圏域生産コムプレヅクス形成の考察，ノポンビルスク ，

　　１９７８年
。

〔２４〕　クノッ ブ，ハー編， ブラーツク ーイリムスク圏域生産コムブレックス，犬観模計画事業

　　のケース　スタディについての，第２回Ｉ　Ｉ　Ａ　Ｓ　Ａ会議の議事録，オーストリア，１９７７年 。

１）Ｉｎｔｅｒｒｅ９１ｏｎａ１ｄ１ｖ１ｓ１０ｎ　ｏｆ　ｌａｂｏｕｒ を， 英文にそって「地域問分業」とそのまま訳出した

　が，これはＴｅｍｔＯｒ１ａｌ　ｄ１ｖ１ｓ１０ｎ　ｏｆ１ａｂｏｕｒ「圏域分業」や ｒｅ９１ｏｎａｌ　ｄ１ｖ１ｓ１ｏｎ　ｏｆ１ａｂｏｕｒ　ｒ地

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６１０）



　　　　　　Ｍ ・Ｋ ・バソドマソ薯ｒ圏域生産コムプレッ クス」（杉野）　　　　　　　１５３

　域分業」とも異なるものと思われる。前文との関連からすれぼ，「国際分業」に近いものか

　もしれない 。

２）原語はｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎであるが，文意からすれぼ，Ｐｒｏｄｕｃｔｓ とあるべきところである 。

３）　この（ａ）という記号は，英訳本にはないが，明らかにミスと思われるので，訳者が付記した 。

４）　この英単語は，ｍａｃｈｉｎｅ－ｂｕｉ１ｄｉｎ９であり，直訳すれば建築機械であろうが，より広く解

　釈して，建設機械と訳出した 。

５）英文では，Ｔｅｒｒｉｔｏｒｉａ１－ＰｒＯｄｕｃｔｉｏｎ　ｒｅｇｉＯｎａ１ｍｅｓＯｍＯｄｅ１ｓである 。

付記

本稿の訳出にあたつては，本学部の小野一郎，芦田文夫，鈴木登各教授の助言に負う

ところが多い。ここに感謝の意を表しておきたい 。

（６１１）




